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主催：公益財団法人越谷市施設管理公社　共催：越谷市教育委員会　後援：越谷市

◆東武スカイツリーライン　越谷駅東口　北側ロータリーより

　花田循環又は市立図書館行きバスの「花田苑入口」下車徒歩３分

◆東武スカイツリーライン 新越谷駅／ＪＲ武蔵野線 南越谷駅　北口より

　花田行き又は市立図書館行きバスの「花田苑入口」下車徒歩３分

◆前売券は250枚販売。当日券の販売あり。（当日券は天候により販売を中止する場合があり

ます。）

◆チケットをお持ちの方は、公演当日、日本庭園「花田苑」（午前9時～午後3時）に無料で入園できます。

◆駐車場には限りがありますので、ご来場の際はなるべく公共の交通機関をご利用ください。

◆会場内での食事はできません。※お席での水分補給可

◆能楽堂の「能舞台」及び「観覧席の一部」は屋外の施設となりますので、防寒及び暑さ対策にご留意ください。
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一般 3,000円  学生1,500円（全席自由席・消費税込）
能楽堂友の会会員 10％割引  ※未就学児童の入場はできません

料 金

こしがや能楽堂　☎048-964-8700お問い合せ

こしがや能楽堂……………………………………………☎048-964-8700

越谷コミュニティセンター（サンシティホール）……☎048-985-1112
チケット発売場所
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「こしがや能楽堂」案内図

Ｎ

至春日部

至北千住

花田小

花田苑

花田苑入口
（降車口専用）

花田苑入口

市立
病院市役所

越谷市
中央市民会館

市立病院

不動橋

元荒川

獨協医大
 病 院

至吉川

ＪＲ武蔵野線

サ
ン
シ
テ
ィ

ホ
ー
ル

しらこばと橋

産
業
道
路

南越谷
　一丁目

至外環・298号

「花田・越谷市立図書館行」
花田苑入口下車

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

県
道
足
立
越
谷
線

越
谷
駅

こしがや
能楽堂

●駐車場には限りがありますので、
　ご来場の際は電車・バス等の
　公共交通機関をご利用ください。
●会場内は、飲食ができません。

新
越
谷
駅

北
越
谷
駅

駐
車
場

南越谷駅
北口

西
口 「花田循環・

越谷市立図書館行」
花田苑入口下車

東
口

演
目
紹
介

　
玄
宗
皇
帝
に
よ
り
月
宮
殿
（
月
に
あ
る
宮
殿
を
模
し
た
皇
帝
の
宮
殿
）
で
初
春
の
儀
式
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
殿
上
人
は
皆
宮
殿
に
参
上
す
る
よ
う
役
人
が
触
れ
て
回
り
ま
す
。

　
皇
帝
が
臣
下
た
ち
を
引
き
連
れ
て
現
わ
れ
、玉
座
に
着
き
ま
す
。
そ
し
て
、儀
式
の
始
ま
り
と
し
て
、

皇
帝
が
太
陽
と
月
の
光
を
礼
拝
し
、
万
民
は
天
に
響
く
祝
賀
の
声
を
上
げ
ま
す
。

　
宮
殿
の
庭
は
金
銀
珠
玉
に
満
ち
て
美
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
様
子
。
そ
こ
へ
宮
殿
の
池
に
住
む
鶴

と
亀
が
現
わ
れ
、
例
年
通
り
皇
帝
の
長
寿
と
太
平
の
世
を
喜
び
、
千
年
の
長
寿
を
授
け
な
が
ら
舞
を

舞
い
ま
す
。
鶴
と
亀
の
舞
に
興
じ
て
気
分
の
乗
っ
て
き
た
皇
帝
も
み
ず
か
ら
舞
を
舞
い
ま
す
。
や
が

て
舞
い
終
え
た
皇
帝
は
、
長
生
殿
へ
と
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

げ
っ
き
ゅ
う
で
ん

ち
ょ
う
せ
い
で
ん

つ
る
か
め

能
「
鶴
亀
」

　あ
る
男
か
ら
説
法
を
頼
ま
れ
た
僧
。
自
分
が
修
行
不
足
で
説
法
が
退
屈
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
僧

は
、
説
法
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
、
お
布
施
の
半
分
を
渡
す
約
束
で
、
何
を
聞
い
て
も
よ
く
泣
く
と

い
う
尼
に
一
緒
に
来
る
よ
う
頼
み
ま
す
。

　し
か
し
、
い
ざ
説
法
を
始
め
る
と
、
尼
は
泣
く
ど
こ
ろ
か
居
眠
り
を
始
め
て
し
ま
い
ま
す
。
説
法

が
終
わ
る
と
尼
は
布
施
を
要
求
し
ま
す
が
…
。

な
き
あ
ま
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言
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尼
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